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1.  平成22年8月期第1四半期の連結業績（平成21年9月1日～平成21年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年8月期第1四半期 3,594 28.6 253 70.0 246 78.3 121 ―

21年8月期第1四半期 2,795 ― 149 ― 138 ― △140 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年8月期第1四半期 101.79 101.71
21年8月期第1四半期 △116.46 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年8月期第1四半期 13,634 5,070 37.2 4,247.66
21年8月期 13,283 5,053 38.0 4,218.35

（参考） 自己資本   22年8月期第1四半期  5,070百万円 21年8月期  5,053百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年8月期 ― 50.00 ― 50.00 100.00

22年8月期 ―

22年8月期 
（予想）

50.00 ― 50.00 100.00

3.  平成22年8月期の連結業績予想（平成21年9月1日～平成22年8月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

7,000 14.7 520 37.9 500 46.6 270 ― 226.17

通期 14,000 9.3 1,050 42.5 1,000 43.7 550 326.4 460.72

―1―



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１株当たり予想当期純利益は、期末発行済株式数（自己株式控除後）1,193,763株により算出しております。 
本資料に掲載されている業績の見通し等に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、５
ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年8月期第1四半期 1,217,862株 21年8月期  1,217,862株

② 期末自己株式数 22年8月期第1四半期  24,099株 21年8月期  19,979株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年8月期第1四半期 1,195,945株 21年8月期第1四半期 1,204,156株
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【定性的情報・財務諸表等】 
1. 連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期（平成 21 年 9 月 1 日～平成 21 年 11 月 30 日）におけるわが国経済は、金融危機に端
を発した世界的な景気後退局面から脱し回復の兆しが見えてきたものの、企業収益が大幅に減少す
る中で、雇用と所得環境が厳しさを増し個人消費の低迷が続くなど、引き続き厳しい状況で推移し
ております。 
このような環境下、当社が属する健康食品業界においては、インフルエンザの流行等により消費者

のより一層の健康予防意識の高まりと相俟って市場を押し上げ、当社グループにおいても主力事業
の一つであるＯＥＭ事業が過去最高の売上高を達成するなど大幅な増収増益となりました。当社グ
ループの傘下（平成 20 年 12 月）となった株式会社ＡＦＣもりやの百貨店店舗における販売実績も
加わったことにより、当第１四半期の連結売上高は、3,594 百万円（前年同四半期比 28.6％増）と
なりました。主力事業が好調であった影響で、損益面については、営業利益 253 百万円（前年同四
半期比 70.0％増）、経常利益 246 百万円（前年同四半期比 78.3％増）となりました。当四半期純利
益につきましては、特別損失の計上がなかったため、前年同期における赤字から一転し 121 百万円
となりました。 
 

事業の種類別セグメントの概況  
 
①ヘルスケア事業  
（ＯＥＭ部門） 
既存大口取引先の販売実績が引き続き好調を維持していること及び新規大口取引先を獲得できた

ことなどにより売上高 1,123 百万円（前年同四半期比 40.2％増）を達成することができました。グ
ルコサミン、コラーゲン、ブルーベリー等一時的な流行に左右されないベーシックなアイテムに注
力している顧客を対象に営業展開を行ってきたことが要因の一つであると考えられます。これらの
素材は、現在健康食品市場をけん引している素材であり、当社の方向性は消費者のニーズと一致し
ていると言えます。さらには、当社ＧＭＰ管理体制の強化が信頼性の向上に結び付いたこともあり、
ＯＥＭ事業の受注増と取引の大ロット化が進み、各工場の製造ライン及び設備の稼働率が一段と向
上いたしました。これを受け、スティック分包の安定的な生産と今後も増産が予想されることを鑑
み、昨年 11 月に追加で導入したスティック充填包装機により、本工程の生産能力は 1.5 倍となって
おります。平成 22 年 8 月期の第１四半期を終え、今期の重点施策として掲げました新規取引先及び
大口商品の獲得、人材の教育育成等は、いずれも順調に推移しております。 
（海外部門） 
シンガポールでは、実際に効果を感じられると評判の高いヘアケア製品「爽快柑シリーズ」を始

めとして、エーエフシーブランド製品の販売数量が、前年同四半期比 60％増と順伸いたしました。
海外におけるＯＥＭ事業につきましてもコラーゲンドリンクの受注を獲得し、好調に推移しました。
台湾では、当社グループにおいて初となる特定保健用食品「リポヘルラＴＧ」が堅調に推移しまし
た。これは、日本における「特定保健用食品」としての認定により、製品としての信用力が増し、
消費者への訴求を図れたことが要因であると考えます。また、フィリピンでは、ＯＥＭ大口取引先
の商品販売が開始され、今後の売上増進に寄与すると考えます。 
（通信販売部門） 
創業 40 年を誇る通信販売部門では、売上上位を占める筋骨草エキス＆コンドロイチン配合グルコ

サミンを始め、ブルーベリー＆ルテイン等売れ筋商品の販売が堅調に推移しました。今期は、新規
顧客の獲得と潜在顧客の掘り起こしのため広告媒体を中心とした戦略を実験的にテレビショッピン
グにシフトいたしました。今後これら両媒体に係る広告宣伝費割合の最適化を図り、費用対効果を
高くすることが最も重要な課題であり、また、利益につながる商材の開発と、潜在顧客の開拓につ
ながるテレビショッピング番組を制作できるよう技術のレベル向上に取り組んでまいります。 
（卸販売部門） 
小売店サイドにおける消費者の買い控えや、デフレーションによる価格下落の影響により引き続

き厳しい市況となりましたが、昨年 10 月に上市いたしましたコラーゲンドリンク「華コラＴｓｕｂ
ａｋｉ」が目標を上回る販売数量を達成いたしました。この市場は 200 億～300 億円規模と言われて
おり大小様々なメーカーの激戦が繰り広げられています。このような状況にあって当社は、コラー
ゲンのパイオニアである「華舞」のブランド力に加え、差別化された独自配合の自社製品を生み出
し、品質の安全性及び味を極限まで追求したことが奏功し、顧客から高い評価を得ることができま
した。今後は、著名人をイメージキャラクターに採用し、積極的に拡販を図ってまいります。取組
課題といたしましては、テレビショッピング番組に向けてエーエフシーのオリジナル商品を開発す
ることに加え、市場の変化に臨機応変に対応出来得るマーチャンダイジングを構築し、営業の効率
化を目指します。 
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（店舗販売部門） 
百貨店を販売基点とする株式会社ＡＦＣもりやは、期中において新たに 11 店舗を出店し、平成 21

年 11 月現在で全 64 店舗となりました。 
百貨店業界の不振が続く中、当社の通信販売部門における売上高上位品目を中心に、顧客層のニ

ーズに沿った商品をタイムリーに提供できたことが好調な売上につながりました。今後は、利益率
の向上を図るべく自社製品の販売構成比を高めるためＰＢ化を推し進め、グループのシナジー効果
を最大限に発揮し、利益率の向上に努めてまいります。 
自然食品販売を行う正直村についても、卸部門の売上増加に加え、新規に４店舗をオープンし営

業体制の強化を図りました。 
 
以上の結果、ヘルスケア事業の業績は、売上高 3,107 百万円（前年同四半期比 32.5％増）（セグ

メント間内部売上高含む）、営業利益 364 百万円（前年同四半期比 62.3％増）（配賦不能営業費用
控除前）となりました。  
 
②医薬品事業 

昨今、薬剤費などの医療費の削減が、超少子高齢化したわが国の喫緊の課題であります。 
当社は人の生命と健康を願う企業として「漢方治療を必要とする人々が安心して使用できるよう
に」を念頭に漢方薬の普及に努めてきました。ここで言う‘安心’は、製品の安全性の確保は勿論
のこと、患者の経済的負担の軽減を図ることが含まれております。 
後発薬同様漢方薬においても承認上、同じ効能・効果を有する漢方薬であっても、製薬会社ごと薬
価（販売価格）差が大きく存在します。 

一方、各種メディアの調査でも、治療を必要とする多くの人々が、この不景気により受診を控え
る傾向にあります。このことにより、治療が遅れたケースが見られるようになり、多くの医師が、
非常に危惧しており、慢性疾患や不定愁訴に多く処方する漢方薬普及への妨げとなっております。 
このような状況が引き続くなかで当期は、医療用漢方製剤については、「補中益気湯」「芍薬甘

草湯」など主力製品において、昨年実績を上回ったもののインフルエンザの流行及び不景気等の影
響による受診控えが重なり、前年比で約 80～90％程度の処方量となっております。 
それらをカバーするための重点施策として、高血圧治療後発薬「アムロジピン」アレルギー性疾患
治療剤「ヘルボッツ」を始めとしたジェネリック薬の積極的な販売を展開すると共に、医療機関限
定のサプリメントを新たに導入いたしました。 
また、一般用医薬品においても、主力製品である便秘薬「センナ」を始め、既存先の落ち込みをカ
バーするため大手ドラッグストアとの新規取引を開拓すると共に、新製品の上市を積極的に推し進
めました。 
こうした中、売上高が 384 百万円（前年同四半期比 6.1％減）（セグメント間内部売上高含む）、

営業利益 6百万円（前年同四半期比 32.5％減）（配賦不能営業費用控除前）となりました。  
 
③その他事業 
その他事業につきましては、グループ各社の広告宣伝を一手に担う㈱けんこうＴＶにおいて、グル

ープ外企業への放送枠販売の拡大やテレビショッピング番組制作の新規受注を受け順調に推移いた
しました結果、売上高が 264 百万円（前年同期比 25.4％増）（セグメント間内部売上高含む）、営
業利益 6 百万円（前年同四半期は 1 百万円の営業損失）（配賦不能営業費用控除前）となりました。
今後はさらに新規顧客の開拓を行うと同時に放送枠販売を拡大してまいります。 

 
2. 連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 
（流動資産） 
当第１四半期連結会計期間末における流動資産合計は、前連結会計年度末に比べ 400 百万円増加

し、7,270 百万円となりました。この増加要因は主として、受取手形及び売掛金が 159 百万円、商品
及び製品が 153 百万円増加したことによるものであります。 
 

（固定資産） 
当第１四半期連結会計期間末における固定資産合計は、前連結会計年度末に比べ 49 百万円減少し、

6,363 百万円となりました。この減少要因は主として、のれんが 23 百万円、投資その他の資産のそ
の他が 22 百万円減少したことによるものであります。 
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（流動負債） 
当第１四半期連結会計期間末における流動負債合計は、前連結会計年度末に比べ 407 百万円増加

し、5,235 百万円となりました。この増加要因は主として、支払手形及び買掛金が 266 百万円、流動
負債のその他が 96 百万円増加したことによるものであります。 
 
（固定負債） 
当第１四半期連結会計期間末における固定負債合計は、前連結会計年度末に比べ 74 百万円減少し、

3,327 百万円となりました。この減少要因は主として、長期借入金が 75 百万円減少したことによる
ものであります。 
 
（純資産） 
当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ 17 百万円増加し、

5,070 百万円となりました。この増加要因は主として、純資産の控除科目である自己株式が 28 百万
円増加したことや、マイナスのその他投資有価証券評価差額金 15 百万円増加したことにより純資産
が減少した反面、四半期純利益の計上により利益剰余金が 61 百万円増加したことによるものであり
ます。 
 
②キャッシュ・フローの状況 
当第１四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」とい

う。）は、前連結会計年度末に比べ 25 百万円減少し、2,827 百万円となりました。 
 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動の結果得られた資金は 251 百万円（前年同四半期は 3百万円の支出）となりました。 
これは主として、たな卸資産の増加額 258 百万円、売上債権の増加額 159 百万円、法人税等の支

払額 103 百万円等により資金が減少した反面、仕入債務の増加額 266 百万円、税金等調整前四半期
純利益 246 百万円、減価償却費 92 百万円等により資金が増加したことによるものであります。 
 
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動の結果使用した資金は 85 百万円（前年同四半期比 28 百万円の支出増）となりました。 
これは主として、有形及び無形固定資産の取得による支出 51 百万円等により資金が減少したもの

であります。 
 

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
財務活動の結果使用した資金は 191 百万円（前年同四半期は 205 百万円の収入）となりました。 
これは主として、長期借入の返済による支出 68 百万円、配当金の支払額 49 百万円、短期借入金

の純減少額 44 百万円等により資金が減少したことによるものであります。 
 
3. 連結業績予想に関する定性的情報 

当第 1 四半期の業績につきましては、概ね予想通り推移しており、平成 21 年 10 月 15 日に公表いた
しました当初の予想より変更はございません。 

 
4. その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 

該当事項はありません。 
 
(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 
①一般債権の貸倒見積高の算定方法 
当第 1 四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化が

ないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しておりま
す。 
 
②固定資産の減価償却費の算定方法 
定率法を採用している資産については、当連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算

定する方法によっております。 
 
(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

該当事項はありません。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年８月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,137,662 3,119,676

受取手形及び売掛金 2,053,465 1,894,454

商品及び製品 860,175 706,625

仕掛品 494,817 432,024

原材料及び貯蔵品 480,686 438,921

その他 296,893 329,169

貸倒引当金 △53,059 △51,194

流動資産合計 7,270,641 6,869,677

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,266,634 2,286,640

土地 2,440,121 2,440,121

その他（純額） 757,144 736,120

有形固定資産合計 5,463,900 5,462,882

無形固定資産   

のれん 296,230 319,821

その他 39,813 43,971

無形固定資産合計 336,044 363,792

投資その他の資産   

その他 584,169 606,269

貸倒引当金 △20,312 △19,280

投資その他の資産合計 563,856 586,989

固定資産合計 6,363,801 6,413,664

資産合計 13,634,443 13,283,342

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,665,470 1,398,903

短期借入金 2,544,734 2,581,873

未払法人税等 141,020 118,474

賞与引当金 165,913 109,909

ポイント引当金 53,000 50,000

その他 665,807 569,109

流動負債合計 5,235,945 4,828,269
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年８月31日) 

固定負債   

社債 850,000 850,000

長期借入金 1,932,683 2,007,936

役員退職慰労引当金 289,553 283,605

退職給付引当金 110,225 105,699

負ののれん 99,832 109,295

その他 45,498 45,445

固定負債合計 3,327,793 3,401,982

負債合計 8,563,739 8,230,251

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,404,533 1,404,533

資本剰余金 1,481,719 1,481,719

利益剰余金 2,444,492 2,382,649

自己株式 △178,512 △149,624

株主資本合計 5,152,232 5,119,278

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △81,528 △66,188

評価・換算差額等合計 △81,528 △66,188

純資産合計 5,070,703 5,053,090

負債純資産合計 13,634,443 13,283,342
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成20年11月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成21年11月30日) 

売上高 2,795,585 3,594,756

売上原価 1,765,147 2,275,535

売上総利益 1,030,437 1,319,221

販売費及び一般管理費 881,385 1,065,900

営業利益 149,052 253,321

営業外収益   

受取利息 411 198

受取配当金 4,837 1,677

負ののれん償却額 9,462 9,462

その他 7,403 5,699

営業外収益合計 22,114 17,036

営業外費用   

支払利息 18,956 19,550

投資一任契約解約損 12,045 －

その他 1,920 4,382

営業外費用合計 32,923 23,933

経常利益 138,243 246,425

特別損失   

固定資産除却損 473 －

投資有価証券評価損 344,443 －

特別損失合計 344,917 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△206,674 246,425

法人税、住民税及び事業税 86,963 134,478

法人税等調整額 △153,396 △9,790

法人税等合計 △66,433 124,687

四半期純利益又は四半期純損失（△） △140,240 121,737
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成20年11月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成21年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△206,674 246,425

減価償却費 69,570 92,963

のれん償却額 11,507 14,128

賞与引当金の増減額（△は減少） 54,544 56,004

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,556 5,948

受取利息及び受取配当金 △5,248 △1,875

支払利息 18,956 19,550

投資一任契約解約損（△は益） 12,045 －

投資有価証券評価損益（△は益） 344,443 －

固定資産除却損 473 －

売上債権の増減額（△は増加） △815 △159,549

たな卸資産の増減額（△は増加） △16,184 △258,107

仕入債務の増減額（△は減少） 58,503 266,566

未払消費税等の増減額（△は減少） △50,610 37,130

その他 △40,270 48,280

小計 255,798 367,464

利息及び配当金の受取額 5,109 1,930

利息の支払額 △19,676 △14,199

法人税等の支払額 △244,380 △103,725

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,149 251,469

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資一任契約の解約による収入 134,164 －

有形及び無形固定資産の取得による支出 △27,096 △51,589

貸付けによる支出 △150,000 －

貸付金の回収による収入 109 111

その他 △15,036 △34,418

投資活動によるキャッシュ・フロー △57,858 △85,896

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △45,948 △44,000

長期借入れによる収入 500,000 －

長期借入金の返済による支出 △70,421 △68,392

自己株式の取得による支出 △76,827 △29,222

配当金の支払額 △95,894 △49,472

その他 △4,945 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 205,963 △191,087

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 144,956 △25,513

現金及び現金同等物の期首残高 2,059,878 2,852,657

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,204,834 2,827,143
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該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成20年９月１日 至 平成20年11月30日) 

 
(注) １ 事業区分は、製品の種類、性質の類似性を考慮して区分しております。 

２ 各事業区分に属する主要製品等 

 
  

当第１四半期連結累計期間(自 平成21年９月１日 至 平成21年11月30日) 

 
(注) １ 事業区分は、製品の種類、性質の類似性を考慮して区分しております。 

２ 各事業区分に属する主要製品等 

 
  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

ヘルスケア 

事業 

（千円）

医薬品 

事業 

（千円）

その他 

事業 

（千円）

計（千円）

消去又は 

全社 

（千円）

連結 

（千円）

Ⅰ 売上高及び営業利益

  売上高

（1）外部顧客に

対する売上高
2,345,380 408,887 41,317 2,795,585 ― 2,795,585

（2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
75 ― 169,698 169,773 (169,773) ―

計 2,345,455 408,887 211,016 2,965,359 (169,773) 2,795,585

営業利益又は営業損失
（△）

224,395 9,867 △1,127 233,135 (84,083) 149,052

事業区分 主要な製品又は事業の内容

ヘルスケア事業 健康食品・化粧品・雑貨等の製造・販売

医薬品事業 漢方医療用医薬品・一般用医薬品の製造・販売

その他事業 広告代理店業等

ヘルスケア 

事業 

（千円）

医薬品 

事業 

（千円）

その他 

事業 

（千円）

計（千円）

消去又は 

全社 

（千円）

連結 

（千円）

Ⅰ 売上高及び営業利益

  売上高

（1）外部顧客に

対する売上高
3,106,962 384,066 103,727 3,594,756 ― 3,594,756

（2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
128 ― 160,942 161,070 (161,070) ―

計 3,107,090 384,066 264,669 3,755,827 （161,070) 3,594,756

営業利益 364,123 6,662 6,208 376,994 （123,673) 253,321

事業区分 主要な製品又は事業の内容

ヘルスケア事業 健康食品・化粧品・雑貨等の製造・販売

医薬品事業 漢方医療用医薬品・一般用医薬品の製造・販売

その他事業 広告代理店業等
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前第１四半期連結累計期間(自 平成20年９月１日 至 平成20年11月30日) 

  
  本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び支店がないため、該当事項はありません。  

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成21年９月１日 至 平成21年11月30日) 

  
  本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び支店がないため、該当事項はありません。  

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成20年９月１日 至 平成20年11月30日) 

  
  海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。  

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成21年９月１日 至 平成21年11月30日) 

  
  海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。  

  

当社は、平成21年９月１日開催の取締役会決議により、会社法第459条第１項の規定に基づく自己株
式の取得を実施いたしました。この結果、当第１四半期連結会計期間においては、自己株式が28,888千
円増加し、当第１四半期連結会計期間末における自己株式は178,512千円となっております。 

  

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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